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2.@ AKKETEK@ HOPUNI 
1958 年 5 月 4 日録音 
Pananpe@an@Penanpe@an@hine@siran@hike,@Pananpe@pis@ta@san@akusu, 
hunpe@yan@hine@an ・ (hi@kusu)@akketek@hem@yan@wa@an ・ hi@kusu@akketek 
or@ un@hunpe@ ca  a@ ca@ a@hine ， raytoskaha@ ikiri@kar@tune@ ora@kasi@ ta  an 
hine,@"@akketek@hopuni@hopuni,@akketek@hopuni@hopuni ， "@s or@hawean 
akusu ， too@ hopuni@ h ne@ orano@ uni@ pakno@ ekhine@ uni@ soyke@ taturse 
hine,@ orano@hunpe@rika@poronno@kor@wa@ek@pe@ne@kusu@eyaykopuntek 
wa,@e@kor@eyaykopuntek@sino@enispane@kor@an   
akusu ， oro@ ta@ Penanpe@ ek@ hine ， "@itura@ wenkur@ ene@ a@ p@ mak@ eyki 
enispane?@"@sekor ， uw pekennu@hi@kusu ， "@ek ， ipe@kor@aepaskuma@ro!@" 
sekor ， ye@ akusu ， "@hoski@tas@ cinu@rok@ pe! "@ sekor@hawean@kor ， soyne
hine,@pis@ta@san   
Penanpe@pis@ta@san@hine@ora@akketek@yan@wa@an@hi@kusu ， oro@un@sonno 
ka@akketek@hem@an ， hunpe@yan@wa@an@hi@kusu ， akketek@sik@no@easir@ka 
nupuri@ne@ca@hine@ikiri@kar@a@kar@a@hine@oraun ， kasi@t ( @ ，・， )@ s hine 
oraun@ neno@ ne@ yakne ， tunasno@ uni@ ta@ arpa@ wa@ eyaykopuntek@ rusuy
kusu ， "@akketek@hopuni@ hopuni ， akketek@hopuni@hopuni ， akketek@ ho-
puni@hopuni ， "@ sekor,@ somo@ hese@ no@hawean@akusu@orano@hopuni@nea 
akketek@ kihine@ toop@ nis@ or  peka@ hopuni@hine,@unihi@ akkar @wa@arpa 
hine,@ hunak@ta@ iwor@ or ta@ rik@ peka@ eyapkir@hine@tu@ray@WCn@ray@ki   
kusu@iteki@Penanpe@ikoysanpa! 
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2. ホタテ 貝 飛べ 
パ ナン ペ ( 川下男 ) とぺ ナン ペ O ノ i@ 男 ) がいました・パナン ぺ が浜に下りて 行 
きますと， クジラがあ がっていました・ ( ですから ) ホタテ貝もあ がっていまし 
た・ ですからホタテ 貝の中ヘクジラをかきとっては 入れ， かきとっては 入れし 
て， 肉の山積みをいくつもいくつも 作って，それからその 上に乗って， 「ホタ 
テ 貝 飛べ， 飛べ，ホタテ 貝 飛べ，飛べ・」と 言いますと，ずうっと 遠く飛んで， 
家 まで来て，家の 門口の所に落ちました・ そして， クジラの胎内をたくさん 持
って来たものですから ，喜んで，食べながら 喜び，それでたいそう 裕福になっ 
ていきました． 
すると， そこに ぺ ナン ぺ が， やって来て， 「おれと同じ 貧乏人だったのに ， 
どうやって金持ちになった㍉とたずねましたから ，「おいで，食べながら 教え 
てあ げよう ! 」 と パ ナン ぺ が言いますと ， 「おれが先に 聞いたんだ ! 」と言いな 
がら，ペナンぺは 外へ出て，浜に 下りて行きました・ 
ペナン ぺ が浜に下りて 行って，そしてホタテ 貝があ がっていましたので ，そ 
の中へ，本当にホタテ 貝もあ りましたし，クジラがあ がっていましたので ，ホ 
タテ 貝 いっぱいに，それこそ ， 山 とかきとって 入れ，たくさんの 山を次々に 作
って，それからその 上に立つて，それから ，こんなふうなら ，早く家に帰って 
喜びたいと思いましたので ， 「ホタテ 貝 飛べ， 飛べ，ホタテ 貝 飛べ，飛べ，ホ 
タテ 貝 飛べ， 飛べ・」と， 月もつかずに 言いましたところ ， そのホタテ貝は 飛 
び 上がって ， ずうっと遠く 空を飛んで行き ， 家を通り越して 行って， どこか 山
奥で，高い所から ， ほうり出されて ，ひどい死に 方で死んでしまいました・ で 
すから，ペナン ペ，人 まねするんではないよ ! 
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